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1. 学会名 

The 31st International Workshop on Post-Binary ULSI Systems (ULSIWS) 

31st International Workshop on Post-Binary ULSI Systems (ULSIWS2022) 

 

2. 開催日時（日本時間） 

2022 年 5 月 18 日(水) 21 時-23 時 

 

3. 開催場所 

オンライン 

 

4. ULSIWS について 

1992 年以来、国際的な多値論理研究会 IEEE Computer Society, Technical Community on 

Multiple-Valued Logic (TCMVL) によって毎年開催されている国際学会である。例年で

は日本以外にもカナダやシンガポール、U.S.A.などで開催されていたが、コロナの感染

拡大を考慮して今年 2022 年はオンライン開催となった。参加費用はなく、無料である。 

10 分の発表時間に加え 5 分の質疑応答の時間が設けられており、基本的に英語のみ

で進行される。 

 

発表プログラム 

http://www.ngc.riec.tohoku.ac.jp/ULSIWS2022/
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5. 発表内容について 

Xaybandith Hemthavy, Jianglin Wei, Shogo Katayama, Anna Kuwana, Haruo Kobayashi, 

Kazuyoshi Kubo, “Distributed Arithmetic for Taylor-Series Expansion” 

分散型積和演算法を用いてテイラー展開式の計算を行う電子回路の規模を小型化でき

る手法についての発表。 

 

発表スライド 

6. 感想 

 初めての国際学会参加、英語による研究発表だったため緊張していたが先生方の厚

いサポートのおかげで大きなミスなどもなく 10 分という発表時間を有意義に使えた。 

 しかしやはり英語による質疑応答において、なんとか質問の意図が分かったとして

も自分の見解をちゃんと英語で伝えることの難しさを実感した。これは単純な英語力

だけでなく、まだまだ事前準備も足りなかったからだと考えるため今後の課題として

いきたい。 

 

7. 謝辞 

 ULSIWS2022 の参加につきまして、ご指導を頂いた小林春夫先生、桑名杏奈先生、久

保和良先生、そして今回のワークショップの開催を支えてくださった先生方皆様に深

く感謝申し上げます。 


